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g2-1：認証の重要性を理解し、
正しく利用できる

g3-1：不正使用や不正アクセスさ
れないように利用できる

f2-1：健康のために利用時間を
決め守る

f3-1：健康を害するような行動
を自制する

f1-1：決められた利用の時間や
約束を守る

f3-2：人の安全を脅かす行為を
行わない

e2-1：情報には誤ったものもあ
ることに気づく

e3-1：情報の正確さを判断する
方法を知る

e2-2：個人の情報は、他人にも
らさない

e1-2：知らない人に、連絡先を
教えない

e3-2：自他の個人情報を、第三
者にもらさない

d2-1：危険に出合ったときは、大人に
意見を求め、適切に対応する

d1-1：大人と一緒に使い、危険
に近づかない

d3-1：予測される危険の内容が
わかり、避ける

6

１．情報社会
の倫理

L1：小学校１～２年分　類 L2：小学校３～４年 L3：小学校５～６年

a1-1：約束や決まりを守る a2-1：相手への影響を考えて行
動する

a3-1：他人や社会への影響を考
えて行動する

a1～3：発信する情報や情報社会での行動に責任を持つ

b1-1：人の作ったものを大切に
する心をもつ

b2-1：自分の情報や他人の情報
を大切にする

b3-1：情報にも、自他の権利があ
ることを知り、尊重する

b1～3：情報に関する自分や他者の権利を尊重する

c2-1：情報の発信や情報をやりとりする
場合のルール・マナーを知り、守る

c3-1：何がルール・マナーに反する行
為かを知り、絶対に行わない

c3-2：「ルールや決まりを守る」というこ
との社会的意味を知り、尊重する

c3-3：契約行為の意味を知り、勝
手な判断で行わない

c2～3：情報社会でのルール・マナーを遵守できる２．法の理解
と遵守

g2～3：生活の中で必要となる情報セキュリティの基本を知る

h3-1：情報の破壊や流出を守る
方法を知る

h3：情報セキュリティの確保の
ために、対策・対応がとれる

４．情報セキ
ュリティ

i2-1：協力し合ってネットワー
クを使う

i3-1：ネットワークは共用のもので
あるという意識を持って使う

i2～3：情報社会の一員として、公共的な意識を持つ５．公共的な
ネットワーク
社会の構築

d2-2：不適切な情報に出合った
ときは、大人に意見を求
め、適切に対応する

d1-2：不適切な情報に出合わな
い環境で利用する

d3-2：不適切な情報であるもの
を認識し、対応できる

３．安全への
知恵

d1～3：情報社会の危険から身を守るとともに、不適切な情報に対応できる

e1～3：情報を正しく安全に利用することに努める

f1～3：安全や健康を害するような行動を抑制できる

情報モラル指導モデルカリキュラム表
＜大目標・中目標レベル＞

a

c

d

e

f

g

h

i

b

※コードについて（例，a1-1）
【１桁目の文字】

a～i：大目標項目

【２桁目の数字】
校種・学年（L1～ L5）
1：L1（小学校低学年：１～２年生）
2：L2（小学校中学年：３～４年生）

3：L3（小学校高学年：５～６年生）
4：L4（中学校（高等学校を含む場合もある））
5：L5（高等学校）
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7

L4：中学校 L5：高等学校

a4-1：情報社会における自分の責任や義務につ
いて考え、行動する

a5-1：情報社会において、責任ある態度をとり、
義務を果たす

a4～5：情報社会への参画において、責任ある態度で臨み、義務を果たす

b4-1：個人の権利（人格権、肖像権など）を尊重
する

b5-1：個人の権利（人格権、肖像権など）を理解
し、尊重する

b4-2：著作権などの知的財産権を尊重する b5-2：著作権などの知的財産権を理解し、尊重
する

c4-1：違法な行為とは何かを知り、違法だとわ
かった行動は絶対に行わない

c4-2：情報の保護や取り扱いに関する基本的な
ルールや法律の内容を知る

c4-3：契約の基本的な考え方を知り、それに伴
う責任を理解する

d4-1：安全性の面から、情報社会の特性を理解
する

e4-1：情報の信頼性を吟味できる

e4-2：自他の情報の安全な取り扱いに関して、
正しい知識を持って行動できる

f4-1：健康の面に配慮した、情報メディアとの
関わり方を意識し、行動できる

f4-2：自他の安全面に配慮した、情報メディア
との関わり方を意識し、行動できる

f5-1：健康の面に配慮した、情報メディアとの
関わり方を意識し、行動できる

f5-2：自他の安全面に配慮した、情報メディア
との関わり方を意識し、行動できる

g4-1：情報セキュリティの基礎的な知識を身に
つける

g5-1：情報セキュリティに関する基本的な知識
を身につけ、適切な行動ができる

h4-1：基礎的なセキュリティ対策が立てられる h5-1：情報セキュリティに関し、事前対策・緊
急対応・事後対策ができる

i4-1：ネットワークの公共性を意識して行動す
る

i5-1：ネットワークの公共性を維持するために、
主体的に行動する

e5-1：情報の信頼性を吟味し、適切に対応でき
る

e5-2：自他の情報の安全な取り扱いに関して、
正しい知識を持って行動できる

d4-2：トラブルに遭遇したとき、主体的に解決
を図る方法を知る

d5-1：情報社会の特性を意識しながら行動する

d5-2：トラブルに遭遇したとき、さまざまな方
法で解決できる知識と技術を持つ

c5-1：情報に関する法律の内容を積極的に理解
し、適切に行動する

c5-2：情報社会の活動に関するルールや法律を
理解し、適切に行動する

c5-3：契約の内容を正確に把握し、適切に行動
する

b4～5：情報に関する自分や他者の権利を理解し、尊重する

c4：社会は互いにルール・法律を守ることによ
って成り立っていることを知る c5：情報に関する法律の内容を理解し、遵守する

g4～5：情報セキュリティに関する基礎的・基本的な知識を身につける

h4～5：情報セキュリティの確保のために、対策・対応がとれる

i4～5：情報社会の一員として、公共的な意識を持ち、適切な判断や行動ができる

d4～5：危険を予測し被害を予防するとともに、安全に活用する

e4～5：情報を正しく安全に活用するための知識や技術を身につける

f4～5：自他の安全や健康を害するような行動を抑制できる

この表は，情報モラルの指導カリキュラムの内容を小中高一貫のモデルカリキュラムとして示したものです。このモデ
ルカリキュラムの目標は，学校教育全体の中で達成していくことが望ましく，本モデルカリキュラムを参考にして，それ
ぞれの学校では，地域の実情に合わせ，情報モラルのカリキュラムを組み立て，実施してください。
各目標の詳細は，Webページをご覧ください。http:/ /www.japet.or.jp/moral-guidebook/

【３桁目の数字（ハイフンの後の数字）】
大目標項目内の一連番号

たとえば，コードa1-1は次を表す。
大目標項目a1：発信する情報や情報社会での行動に責任を持つ（小学校１～２年生）
中目標項目a1-1：約束や決まりを守る（小学校１～２年生大目標項目a1の１番目の中項目） 3
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Ⅱ．予備調査 

日本学術振興会 平成 29 年度～平成 31 年度 
学術研究助成基金助成金（基盤研究(C)） 
「発達アセスメント等に基づく知的障害児者向け情報モラル指導カリキュラムの開発」 
 

（予備調査） 

中学部・高等部生徒のＩＣＴ環境と 

アセスメント情報に関する調査 
 
この度は調査にご協力いただき、誠にありがとうございます。 
下記「ご回答に関するお願い」「個人情報保護に関する記載」をお読みいただき、ご回答を

お願い申し上げます。 
 
ご回答に関するお願い 

・中学部または高等部の情報担当の先生が代表でご回答ください。 
・2017 年（平成 29 年）10 月 1 日時点における状況をご回答ください。 

 
個人情報保護に関する記載 

本調査のご回答内容は集計のみに使用し、集計後の統計資料は本研究の趣旨・目的以

外の目的には使用いたしません。 
また、結果の公表時等においてご回答者が特定されることはございません。 
ご回答内容は研究代表者が厳重に管理し、漏洩、不正流用、改ざん等の防止に適切な

対策を講じます。また、第三者に提供することはありません。 
 
本調査へのご回答をもって、本研究の趣旨・目的と個人情報等の保護についてご同意

いただいたものとさせていただきます。 

 
ご回答は 2017 年（平成 29 年）11 月 20 日までに返送用封筒でお送りくださいますよう、 

お願い申し上げます。 

 
研究代表者（回答送付先）： 

爲川雄二（ためかわゆうじ） 
〒980-8576 宮城県仙台市青葉区 27-1 
国立大学法人 東北大学 
 大学院教育情報学研究部 

 
都道府県名・学校名をご記入願います。 

都道府県  学校名  
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現在（この調査を）ご回答されている先生についておたずねします。 

Q01 今年度、教員としての勤務年数は何年目になりますか？       年目 

Q02 今年度、貴校での勤務は何年目になりますか？       年目 

Q03 校内ではどのようなお立場ですか？ 該当するすべての番号を○で囲んでください。 
（複数選択可） 

１．情報（ICT）に関する校内担当  → 担当して今年度で    年目 
２．情報（ICT）に関する授業担当者 
３．学部主事・主任 
４．特別支援教育コーディネーター 
５．生活・生徒指導担当者 
６．一般の学級担任 
７．その他                           

 
 
貴校についておたずねします。 

Q04 教員数（非常勤は含まずに、数字でご回答）        名 

Q05 教員以外で、情報（ICT）に関する補助職員はいますか？ 
該当するいずれかの番号を○で囲んでください。（１つのみ選択） 

１．いる  → その補助職員の肩書きは？               
２．いない 

Q06 学級数と生徒数について、下の表に数字でご記入ください。 
（知的障害のある生徒が所属する学級数と生徒数に限定してご記入ください。） 

  普通学級 重度・重複学級 

  学級数 生徒数 学級数 生徒数 

中
学
部 

1 年     

2 年     

3 年     

高
等
部 

1 年     

2 年     

3 年     

卒業後の課程（専攻科など）     

※ゼロの場合は、「0」とご記入ください。 
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Ⅱ．予備調査 

Q07 療育手帳等に記載の等級を参考に、生徒の障害等級の内訳を下の表に数字でご記入くだ

さい。（知的障害のある生徒に限定してご記入ください。） 

  最重度 重度 中度 軽度 未判定 

中
学
部 

1 年      

2 年      

3 年      

高
等
部 

1 年      

2 年      

3 年      

卒業後の課程（専攻科など）      

※ゼロの場合は、「0」とご記入ください。 

Q08 知的障害のある生徒の実態把握のために使用しているアセスメントについて、下の表に

ご記入ください。 

アセスメントの名称 実施した生徒数 実施時期 

例）田中ビネーV 全員 中学部入学時 

例）本校独自の発達検査 重度・重複学級のみ 24 名 毎年 4 月 

   

   

   

   

   

   

※枠が足りない場合、このページの余白にご記入ください。 

※市販されていない独自のアセスメントの場合、検査用紙と採点基準等の資料をこ

の回答用紙に同封してお送りください。 
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Ⅲ．貴校生徒の携帯情報端末利用状況等についておたずねします。 

Q09 生徒の携帯端末所有状況について、下の表に所有人数を数字でご回答ください。 
（知的障害のある生徒に限定してご記入ください） 

 中学部 高等部 専攻科など 

スマートフォン    

フューチャーフォン（ガラケー）    

タブレット PC    

上記のいずれも所有していない    

※ゼロの場合は、「0」とご記入ください。 

Q10 上記の携帯情報端末を持って登校することを生徒に許可していますか？ 
該当する番号ひとつを○で囲んでください。（１つのみ選択） 
１．許可している 
２．許可していない → Q14 にお進みください 
３．条件付きで許可している → 条件                  
４．その他                               

Q11 通学途中で上記の携帯情報端末を使用することを生徒に許可していますか？ 
該当する番号ひとつを○で囲んでください。（１つのみ選択） 
１．許可している 
２．許可していない 
３．条件付きで許可している → 条件                  
４．その他                               

Q12 学校内で上記の携帯情報端末を使用することを生徒に許可していますか？ 
該当する番号ひとつを○で囲んでください。（１つのみ選択） 
１．許可している 
２．許可していない 
３．条件付きで許可している → 条件                  
４．その他                               

Q13 学校内での携帯情報端末の管理方法について、該当する方法の番号ひとつを○で囲

んでください。（１つのみ選択） 
１．生徒本人が管理 
２．教員に預けて管理 
３．その他                               
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Ⅱ．予備調査 

Q14 携帯情報端末に関する生徒への指導はどのような場面で行なわれていますか？ 
該当する場面すべての番号を○で囲んでください。（複数選択可） 

１．授業 → 科目名               
２．生活指導の一環 
３．問題に応じて指導 
４．特に指導していない → Q16 にお進みください 
５．その他                               

Q15 携帯情報端末に関する生徒への指導は、どの程度の頻度で実施されていますか？  
「年間○時間」「週○回で○ヶ月」等の表現でご回答ください。 
                                     

Q16 学校外や家庭での携帯情報端末利用について、生徒とルールを決めていますか？ 
該当する番号ひとつを○で囲んでください。（１つのみ選択） 

１．決めている 
２．決めていない 
３．その他                               

 
 
貴校における情報関連教育についておたずねします。 

Q17 情報関連の授業はどのような形態で実施されていますか？ 
該当する場面すべての番号を○で囲んでください。（複数選択可） 

１．「情報」等の科目を設定 
２．関連する科目の中に情報関連の内容を指導 → 科目名         
３．情報関連の授業は特に実施していない 
４．その他                               

Q18 情報関連の授業またはそれ以外の授業の中で、プログラミング教育は実施していま

すか？ 該当する番号ひとつを○で囲んでください。（１つのみ選択） 
１．全部の学級で実施している 
２．一部の学級で実施している 
３．実施予定がある → 開始予定時期     年   月頃 
４．実施を検討しているが、具体的な実施開始は未定 
５．実施していない → Q20 にお進みください 
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Q19 プログラミング教育は、主にどのソフト（アプリ）をお使いですか？ 
該当するものすべての番号を○で囲んでください。（複数選択可） 
（Q18 で「３．実施予定がある」を選択した場合は、使用予定のソフト（アプリ）） 

１．Scratch／ScratchJr 
２．ピョンキー 
３．tickle 
４．viscuit 
５．Digital Puppet 
６．ポケットコード 
７．Lightbot／Lightbot Jr 
８．GLICODE 
９．プログラミン 
10．その他                               

Q20 プログラミング教育を実施しない主な理由は何ですか？ 
該当する理由すべての番号を○で囲んでください。（複数選択可） 
（Q18 で「５．実施していない」を選択した場合のみご回答ください） 
１．生徒の知的発達レベルではプログラミング教育が不可能 
２．生徒の興味・関心を得られそうにない 
３．適切なソフト（アプリ）がわからない 
４．パソコンやタブレットの数が足りない 
５．その他                               

Q21 情報モラルの指導は、どのような形態で行なわれていますか？ 
該当する場面すべての番号を○で囲んでください。（複数選択可） 

１．何らかの授業の一環で指導 → 科目名         
２．生活指導の一環で指導 
３．何か問題が発生したか、問題発生が危惧される時に指導 
４．情報モラルの指導は特に行なっていない 
５．その他                               

Q22 情報モラルをテーマとした教員研修は実施されていますか？ 
該当する番号ひとつを○で囲んでください。（１つのみ選択） 
１．実施している → 頻度           （年○回、月○回などで） 
２．実施していない 
３．その他                               
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Ⅱ．予備調査 

Q23 PTA 研修や保護者と連携した情報モラルに関する取り組みは実施されています

か？ 該当する番号ひとつを○で囲んでください。（１つのみ選択） 
１．実施している → 頻度           （年○回、月○回などで） 
２．実施していない 
３．その他                               

 
 
来年度実施予定の本調査についておたずねします。 

本研究では、現在ご回答いただいている「予備調査」の結果をもとに、主に生徒個々の詳細

な実態についておたずねする「本調査」を来年度実施する計画です。 

Q24 「本調査」では、回答用紙でのご回答のほか、USB メモリ内の Excel ワークシー

トへの入力でご回答いただく方法も採用する予定です。 
どちらの回答方法をご希望されますか？ いずれかの番号を○で囲んでください。 
（１つのみ選択） 

１．回答用紙でのご回答 
２．Excel ワークシートへの入力でのご回答 

 

 

以上で終了です。ご協力いただきありがとうございました。 
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生徒氏名【         】 
 

------------------------- 回答ご記入後、ここより上を必ず切り離してください ------------------------- 
 

生徒の基本情報（ご記入または選択してください） 

学部と学年： 中学部  高等部      年 性別： 男  女 
障害の程度：                  （療育手帳等の記載内容をご記入ください） 

発達アセスメント情報（情報のあるアセスメントについてのみ、ご記入してください） 

S-M 社会生活能力検査（検査年月日：西暦    年  月  日） 
社会生活指数（SQ）： 社会生活年齢（SA）：       歳  ヵ月 

領域別 
社会生活年齢 

SH 身辺自立： 歳  ヵ月 C コミュニケーション： 歳  ヵ月 
L 移動： 歳  ヵ月 S 集団参加： 歳  ヵ月 
O 作業： 歳  ヵ月 SD 自己統制： 歳  ヵ月 

WISC-IV 知能検査（検査年月日：西暦    年  月  日） 
全検査（FSIQ） 評価点合計：      合成得点： 
言語理解（VCI） 評価点合計：      合成得点： 
知覚推理（PRI） 評価点合計：      合成得点： 
ワーキングメモリー（WMI） 評価点合計：      合成得点： 
処理速度（PSI） 評価点合計：      合成得点： 

WISC-III 知能検査（検査年月日：西暦    年  月  日） 
全検査 評価点合計：      FIQ： 
言語性検査 評価点合計：      VIQ： 
動作性検査 評価点合計：      PIQ： 

田中ビネー知能検査 V（検査年月日：西暦    年  月  日） 
精神年齢（MA）：    歳   か月 知能指数（IQ）： 
数唱の結果： 順唱    桁 ・ 逆唱   桁 

言語コミュニケーション能力（2018 年 11 月時点での状況を選択してください） 

音声言語で話す（表出） 有意味語の表出なし 単語レベル 2 語文レベル 3 語文以上 
音声言語を聞く（理解） 理解できない    単語レベル 2 語文レベル 3 語文以上 
皮肉や嫌味の理解 できる  ややできる  できない 

読める文字 漢字  ひらがな  カタカナ  アルファベット  数字 
書ける文字 漢字  ひらがな  カタカナ  アルファベット  数字 

ＩＣＴ関連（2018 年 11 月時点での状況について、選択またはご記入してください） 

自分専用の携帯情報端末 なし ガラケー スマートフォン タブレット その他（    ） 

日頃接しているアプリ メール  SNS  YouTube  ゲーム 
ウェブ（ネットサーフィン）  その他（      ） 

ＩＣＴでのトラブルの経験 あり  なし 

 
（ある場合は具体的な内容を簡潔に：例 友人関係，金銭関係） 

 

裏面は、生徒の諸能力に関するチェックリスト形式の質問です。 

できる項目・できそうな項目に「○」を、できない項目に「×」をご記入ください。 

（おおよそ知的発達レベルの順に並べております。） 

裏面にも質問項目があります 
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【Q01〜Q45 ご回答にあたってのお願い】 

ご面倒でも、全ての質問項目へのチェックをお願い申し上げます。 
「○」または「×」が連続する場合、縦線を引き伸ばす形でのご回答でも結構です。 
空欄の場合、「無回答」と集計せざるを得ません。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

Q01  約束や決まりを守ることができる 
Q02  人の作ったものを大切にできる 
Q03  知らない人に、連絡先を教えない 
Q04  相手への影響を考えて行動できる 
Q05  自分の情報や他人の情報を大切にできる 
Q06  危険に出会ったときは、大人に意見を求め、適切に対応できる 
Q07  不適切な情報に出会ったときは、大人に意見を求め、適切に対応できる 
Q08  情報には誤ったものもあることに気づくことができる 
Q09  個人の情報は、他人にもらさない 
Q10  他人や社会への影響を考えて行動できる 
Q11  情報にも、自他の権利があることを知り、尊重できる 
Q12  何がルール・マナーに反する行為かを知り、絶対に行わない 
Q13  「ルールやきまりを守る」ということの社会的意味を知り、尊重できる 
Q14  契約行為の意味を知り、勝手な判断で行わない 
Q15  不適切な情報であるものを認識し、対応できる 
Q16  情報の正確さを判断する方法を知っている 
Q17  自他の個人情報を、第三者にもらさない 
Q18  健康を害するような行動を自制できる 
Q19  人の安全を脅かす行為を行わない 
Q20  情報の破壊や流出を防ぐ方法を知っている 
Q21  個人の権利（人格権、肖像権など）を尊重できる 
Q22  著作権などの知的財産権を尊重できる 
Q23  違法な行為とは何かを知り、違法だとわかった行動は絶対に行わない 
Q24  情報の保護や取り扱いに関する基本的なルールや法律の内容を知っている 
Q25  契約の基本的な考え方を知り、それに伴う責任を理解できる 
Q26  トラブルに遭遇したとき、主体的に解決を図る方法を知っている 
Q27  情報の信頼性を吟味できる 
Q28  自他の情報の安全な取り扱いに関して、正しい知識を持って行動できる 

 
以下は、表面の質問で自分専用の携帯情報端末を所持している生徒に限り、ご回答ください。 

Q29  大人と一緒にＩＣＴ機器を使い、危険に近づかない 
Q30  不適切な情報に接触しない環境でＩＣＴ機器を利用する 
Q31  ＩＣＴ機器の利用時間について、決められた約束を守ることができる 
Q32  情報の発信や情報をやりとりする場合のルール・マナーを知り、守ることができる 
Q33  ＩＣＴ機器の利用時間を自ら決めて守ることができる 
Q34  インターネットにおける認証の重要性を理解し、正しく利用できる 
Q35  友達らと協力し合ってインターネットを使うことができる 
Q36  インターネットで予測される危険の内容がわかり、避けることができる 
Q37  不正使用や不正アクセスされないようにＩＣＴ機器を利用できる 
Q38  ネットワークは共用のものであるという意識を持って使うことができる 
Q39  情報社会における自分の責任や義務について考えて、行動できる 
Q40  安全性の面から、情報社会の特性を理解できる 
Q41  健康の面に配慮した、情報メディアとの関わり方を意識し、行動できる 
Q42  自他の安全面に配慮した、情報メディアとの関わり方を意識し、行動できる 
Q43  情報セキュリティの基礎的な知識をもっている 
Q44  基礎的なセキュリティ対策が立てられる 
Q45  ネットワークの公共性を意識して行動できる 

ありがとうございました。 
日本学術振興会 平成 29 年度～平成 31 年度 学術研究助成基金助成金（基盤研究(C)） 

「発達アセスメント等に基づく知的障害児者向け情報モラル指導カリキュラムの開発」 
24



  

25



 

 

 

26



 

 

27



28



Ⅲ．個別調査 

より詳細に、指導分類と指導対象学年層で分割して習得率をみると（表 3.4）、「4. 情

報セキュリティ」だけでなく、「5. 公共的なネットワーク社会の構築」の習得も学年進行

に応じて困難になりつつあることが分かる。これら 2 つの指導分類はいずれも、他の 3 つ

の指導分類に比べて、より ICT 特有の内容である。生徒が学校や日常生活において ICT 機

器に触れる機会が（定型発達児に比べて）少ないことから、情報モラルの習得が遅れてい

る可能性が考えられる。 

表 3.4 指導分類・指導対象学年層ごとの習得率 

指導対象学年層 

指導分類 
小学校 
低学年 

小学校 
中学年 

小学校 
高学年 

中学校 

1. 情報社会の倫理 90.3% 60.1% 52.4% 41.3% 

2. 法の理解と遵守 - 64.9% 59.2% 44.2% 

3. 安全への知恵 73.8% 62.2% 57.1% 38.4% 

4. 情報セキュリティ - 31.6% 22.8% 28.3% 

5. 公共的なネットワーク社会の構築 - 78.9% 39.1% 30.4% 
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